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1 安全注意事項

1.1 指定用途

イオン選択性電極システムは、 地方自治体の水再生セン ターの活性汚泥槽内または活性
汚泥槽入口での測定用に設計された ものです。

装置バージ ョ ンに応じ て、 以下のパラ メ ータ をモニ タする こ と が可能です。

• 硝酸
• アンモニア
• カ リ ウ ム （アンモニアの補償用）
• 塩化物 （硝酸の補償用）
• pH 値

こ こ に記載された用途 と 異な る用途はすべて、 人々の安全や測定システム全体を危険に
さ らすため、 容認されません。

不適切な、 あ るいは指定用途以外での使用に起因する損傷については、 メ ーカーは責任
を負いません。

1.2 設置、 設定、 および操作

以下の点にご注意 く ださ い。

• 測定シテムの設置、 設定、 操作、 および メ ンテナン スは、 ト レーニングを受けた技術
作業員以外は実施し ないで く だ さい。

• ト レーニングを受けた作業員は、 システムオペレータから特定作業の実施許可を受け
る必要があ り ます。

• 電気接続は、 資格を有する電気技術者以外は実施し ないで く ださ い。
• 技術作業員は、 事前に取扱説明書を熟読して理解し、 これを遵守する必要があ り ます。
• 全測定点の設定を実施する前に、 すべての接続をチェ ッ ク し て く だ さい。 電気ケーブ

ルやホース接続が損傷し ていない こ と を確認し て く だ さい。
• 損傷し た製品は操作し ないで く だ さい。 そ し て、 予期せずに作動し ないよ う 安全を確

保し て く だ さい。 損傷し た製品には 「不具合あ り 」 と マーク し て く ださ い。
• 測定点のエラーを修正でき るのは、 許可を受け、 ト レーニングを受けた専門作業員だ

けに限られます。
• エラーを解除でき ない場合は、 製品を停止させ、 予期せずに作動し ないよ う 安全を確

保し て く だ さい。
• 本取扱説明書に記載されていない修理については、 メ ーカーまたはサービ ス担当にお

いてのみ、 実施でき ます。

1.3 操作上の安全性

センサは、 最新技術に従って設計およびテス ト され、 安全に機能する状態で工場か ら出
荷されます。 関連法規および欧州規格に準拠し ます。

ユーザーには、 以下の安全条件に従 う 義務があ り ます。

• 設置方法
• 現地で一般的な規格や法規
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1.4 返却

CAM40 や CAS40 は現場で修理されます。
弊社サービ スにご連絡 く だ さい。

1.5 安全性に関する記号およびシンボル

1.6 相互参照およびその他のシンボル

#
危険！
危険を警報する シンボルです。 これを無視し た場合、 機器の損傷や重傷につ
ながる可能性があ り ます。

"
警告！
不適切な操作によ り 、 エラーが発生する可能性を警告する シンボルです。
これを無視し た場合、 機器の損傷につながる可能性があ り ます。

! 注意！
情報の重要事項を示すシンボルです。

È 1 特定ページへの相互参照を示すシンボルです （例えば、 p. 1）。

È 2 特定図への相互参照を示すシンボルです （例えば、 図 2）。

追加情報、 ヒ ン ト

許可または推奨

禁止または推奨されない

問題の ト ピ ッ ク に関する説明ビデオ ク リ ッ プが、 オ リ ジナル CD に収録され
ています。
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2 識別

2.1 装置名称

2.1.1 型式銘板

2.1.2 注文コー ド

CAM40 変換器

a0009824

図 1 CAM40 の例

a0009825

図 2 CAS40 の例

電源供給
A AC 100 ～ 240 V; 50/60 Hz

信号出力
1 4 x 0/4 ～ 20 mA

CAM40- 完全な注文コー ド
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CAS40 センサ

2.2 納入品目

納入品目構成 :

• 変換器 : 1 台

• センサ : 1 個 （型式銘板に準拠）

• 日除けカバー用の締付けネジ : 3 個

• 簡易取扱説明書 : 1 式

• 取扱説明書 （CD-ROM 版） : 1 式

販売代理店または最寄 り の弊社営業所にお問い合わせ く ださ い。

2.3 認証と認定

適合宣言

本製品が EC 指令で定められた要求事項に従い設計、 開発された製品であ る こ と を
CE マーク添付によ って保証し ています。 

用途
A 曝気槽、 硝化、 脱窒素 （比較電極付き）
B 曝気槽流入口、 pH 補正機能 （アンモニアのみ）

イオン選択性パラ メ ータ
1 アンモニア + 硝酸
2 アンモニア
3 硝酸

補正電極
A な し
B カ リ ウ ム （イオン選択性パラ メ ータ ="1" または "2" のみ）
C 塩化物 （イオン選択性パラ メ ータ ="1" または "3" のみ）

長さ
1 10 m
9 特殊バージ ョ ン、 要指定

CAS40- 完全な注文コー ド
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3 設置

3.1 納品内容確認、 輸送、 および保管

• 梱包が損傷し ていない こ と を確認し て く ださ い！

梱包のあ ら ゆる損傷について、 仕入先にご連絡 く だ さ い。

その問題が解決する まで損傷し た梱包は保管し て く だ さい。

• 内容物が損傷し ていない こ と を確認し て く だ さ い！

内容物の損傷について、 仕入先にご連絡 く だ さ い。 その問題が解決する まで損傷し た
内容物は保管し て く ださ い。

• 納入品に不足し ている ものがな く 、 発送書類 と一致する こ と を確認し ます。

• 製品の保管または輸送に使用される梱包材には、 衝撃および湿度に対する保護性が必
要です。 弊社出荷時の梱包が最適です。 ま た、 承認された周囲条件を保って く だ さ い
（" 技術データ " 参照）。

• 販売代理店または最寄 り の弊社営業所にお問い合わせ く だ さ い。

3.2 設置条件

a0009592

図 3 CAM40 の寸法
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3.3 設置方法

" 警告 ! 

• 比較電極またはオプシ ョ ンの pH 電極は、保護キ ャ ッ プ付きで納入されます。測定物か
ら センサを長時間 （> 20 分） 取 り 出し てお く 場合は、 1-3 M KCl 溶液が充填された保
護キ ャ ッ プを比較電極または pH 電極に再度装着する必要があ り ます。こ のよ う にする
こ と で、 ユニ ッ ト の乾燥に起因する回復困難な破損を防止する こ と ができ ます。

• イオン選択性電極には保護キ ャ ッ プが付属せず、 そのよ う なキ ャ ッ プを装着し てはな
り ません。 これは、 取外しの際に隔膜を破損する恐れがあ る ためです。

• 圧縮空気供給は、 リ レーを破損する可能性があ る ため、 3.5 bar を超えないよ う にし て
く だ さい。

• 圧縮空気はエアフ ィ ルタ （5 µm） を通し て供給し て く ださ い。 こ のフ ィ ルタは、 オプ
シ ョ ンの ク リ ーニングユニ ッ ト にすでに取付け済みです （―> ア ク セサ リ ）。

! 注意 ! 

• 操作作業員に危険が及ばないよ う 、 測定位置はア ク セス しやすい と こ ろ を選定し て く
ださい。

• 典型的な濃度レベルおよび十分な流量のあ る と こ ろを測定位置と して選定して く ださい。

• 屋外に変換器を設置する場合は、 ア ク セサ リ と し て注文可能な日除けカバーを使用し
て く だ さい。

a00095923

図 4 CAS40 の寸法
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測定点での設置

1. 垂直支柱、 手す り 、 または壁などに変換器を固定し ます。

2. 気泡

センサの輸送後やセンサを水平に保管し た後、 電極内に気泡が発生する こ と があ り
ます。 これらの気泡は、 測定エラーの原因 と な る こ と があ り ます。

a. センサを設置する前に、 例えばユニ ッ ト を軽 く 振る など し て、 気泡をすべて除
去し ます。

b. そ し て、 センサを測定点に設置する まで、 必ずセンサを縦方向、 垂直に （電極
が下向き） 保持し て く ださ い。

3. 必要な場所には、 追加の電極をセンサに取 り 付け、 これら を適切なケーブルコネ ク
タに接続し ます。 ―> " 配線 "

さ らに、 センサ構成を適合させます （パラ メ ータ数、 測定チャ ンネルのア ド レ ス、
電極タ イプ、 測定ユニ ッ ト ）。 ―> " 設定 / センサア ド レ ス設定 " および " 操作 / セ
ンサデータ / センサ メ ニ ュー "

4. オプシ ョ ンのブラ ケ ッ ト を使用し てセンサを取 り 付けます。 センサを、 処理槽か ら
約 0.5 m 離し て、 ネジアダプタナ ッ ト まで測定物内に浸漬させる必要があ り ます。

5. あ ら ゆる機械的な損傷および干渉の影響を、 他のケーブルか ら受けないよ う な方法
でケーブルを敷設し ます。

6. オプシ ョ ンの ク リ ーニングユニ ッ ト を変換器に、 高圧ホース （OD 8） をセンサに
接続し ます。
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3.4 設置例

測定に必要な機器 :

• CAM40 変換器

• CAS40 センサ

- アンモニアまたは硝酸イオン選択性電極
- 比較電極
- 干渉イオン補償イオン選択性電極 （オプシ ョ ン）
- pH ガ ラ ス電極 （オプシ ョ ン）

オプシ ョ ン

• 垂直支柱

• 擁壁

• 日除けカバー : 屋外に変換器を設置する場合に必須

• 洗浄用エアーコ ンプレ ッ サー （現場で圧縮空気を準備でき ない場合）

a0009239

図 5 例 : 処理槽に測定システムを 設置

1
2

CAM40 変換器
日除けカバー付き垂直支柱

3
4

CAS40 センサ
エアーコ ンプレ ッ サ （空気洗浄）
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3.5 設置後のチ ェ ッ ク

• 取付け後、 すべての接続をチェ ッ ク し て、 これら が し っか り と 固定され、 気密性があ
る こ と を確認し ます。

• すべてのケーブルおよびホースに損傷がないかチェ ッ ク し ます。

• 電磁干渉の影響を受けない位置にケーブルが敷設されているかチェ ッ ク し ます。
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4 配線

# 危険 ! 

• 電気接続は、 資格を有する電気技術者以外は実施し ないで く ださ い。

• 技術作業員は、 事前に本書の説明を熟読し て理解し、 これを遵守する必要があ り ます。

• 接続作業の開始前に、 電源ケーブルに電圧がかかっていない こ と を確認し て く だ さい。

4.1 変換器の電気接続

端子 割当て

a0009558-en

図 6 CAM40 配線図例

L1, N

1, 2

3, 4

5, 6

7, 8

9, 10

21, 22

23, 24

25, 26

27, 28

PE, PE

電源 AC 230 V

リ レー 1, 最大 AC 230 V, 2 A

リ レー 2, 最大 AC 230 V, 2 A

リ レー 3, 最大 AC 230 V, 2 A

リ レー 4, 最大 AC 230 V, 2 A

リ レー 5, 最大 AC 230 V, 2 A

アナロ グ出力 1

アナロ グ出力 2

アナロ グ出力 3

アナロ グ出力 4

保護接地

! 注意 ! 

オプシ ョ ンでコ ンプレ ッ サーは、 端子 ９ 番、

10 番で制御でき ます。 この場合、 リ レー 5 は

使用でき ません。
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4.2 センサ接続

ケーブルコネ ク タ を介し て、 直接変換器にセンサを接続し ます。

• 最大 2 個のセンサを CAM40 に接続する こ と が可能です。

• 各センサには最大 3 個の電極を取 り 付け る こ と ができ ます。 ただし、 変換器には最大
4 つの測定パラ メ ータ までしか表示および出力でき ません。

• 2 個のセンサには、 共通の ク リ ーニングユニ ッ ト を使用し て圧縮空気が供給されます。

センサ 2 個を使用する場合のセンサ / パラメータ組合せ（例！）:

センサ内の電極 / ケーブル接続 :

" 警告 ! 

結線されていないケーブルの端には、 必ず保護キ ャ ッ プを装着し て く ださ い
（―> " スペアパーツ "）。

そ う でない場合、 湿気によ り 短絡が発生する恐れがあ り ます。

センサ バージョン 1 バージョン 2 バージョン 3

センサ 1 • アンモニア

• カ リ ウ ム （補償）

• アンモニア

• カ リ ウ ム （補償）

• アンモニア

（補償な し）

• pH

センサ 2 • 硝酸

• 塩化物 （補償）

• アンモニア

（補償な し）

• 硝酸

（補償な し）

• 硝酸

• 塩化物 （補償）

電極 ネジヘッドの色 隔膜キャップの色 ケーブルラベル

アンモニア 赤 赤 1

硝酸 青 グレー 2

カ リ ウ ム 黄 黒 3

塩化物 黒 黒 3

比較 - - 緑 / 黄

pH - - 2 または 3

（バージ ョ ンに応じ て異な る）
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4.3 ク リーニングユニ ッ ト の接続 （オプシ ョ ン）

1. 電源 L1 を端子 9 および 10 （ リ レー 5） に結線し て、 ク リ ーニングユニ ッ ト  CAM40 
変換器に接続し ます。

a0010801

図 7

2. "General data （一般データ） " メ ニ ューに移動し ます （―> " 操作 / 操作構造 "）。

3. で 3 ページ目にス ク ロールし ます。

カーソルが無効な場合は、 同時に  +  を押し て、 これをア ク テ ィ ブにし ます。

4. "Menue （ メ ニ ュー） " 項目へ  でス ク ロールし ます。

5. "ValveMnu （バルブ メ ニ ュー） " 機能を選択し ます （  ―>  ―> ）。

6. ValveMnu メ ニ ュー内の "Water （水） " 機能に、 値 04096 を入力し ます。

7. "Menue （ メ ニ ュー） " で "MainMnu （ メ イ ン メ ニ ュー） " を選択する こ と によ り 、
ValveMnu を終了し ます （  ―>  ―> ）。

8. メ イ ン メ ニ ューか ら、  を使用し て "General data （一般データ） " 表示に戻る こ と
ができ ます。 
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4.4 接続後のチ ェ ッ ク

チェック 注意

供給電圧は正しいですか？ DC 100 ～ 240 V

接続されたケーブルは、 引っ張られた り ねじれた り し ていませんか？

取 り 付け られた電線管接続口はすべて、 し っか り と 固定されてお り 、

気密性があ り ますか？
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5 操作

5.1 表示と操作要素

5.2 操作コ ンセプ ト

a0009551

図 8 ISEmax CAM40 のディ スプレ イ

メ ニュー表示 信号出力の停止解除および計測開始

確定、 切 り 替え、 ス ク ロール 校正手順 メ ニ ュー

" フ リ ーズ " 信号出力を停止 手動洗浄開始

メ ニ ューの表示

編集モー ド の表示  + 

メ ニ ュー内のナビゲーシ ョ ン 、

ス ク ロール

機能 / オプシ ョ ン項目の選択

オプシ ョ ン項目 / 値の変更 、

設定の保存 "Menue （ メ ニュー） " 上にカーソル、  2 回

CAM40
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5.3 ローカル操作

5.3.1 測定チ ャ ンネルおよびその他の表示デ ィ スプレ イ

表示する測定チャ ンネルおよびその他の表示デ ィ スプレ イ を、  キーを押し て、 切 り
替え る こ と ができ ます。

! 注意 ! 

以降の表では、 工場出荷設定が太字で強調されています。

設定が自動的に EEPROM に保存される まで、 10 分待って く だ さい。

直ちに変更を保存し たい場合は、 "Sensor data （センサデータ） " メ イ ン メ ニ ューの 

"Display/change （表示 / 変更） " で、 "Save data （データ保存） " を選択し ます。

そ う し ない と、 10 分経過する前に装置を停止し た場合、 変更が失われて し まいます。

メ ニ ューの終了

ユーザー定義フィールドで使用可能な文字記号 :

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V

W X Y Z A B C d E f G h I j K l M n o p q r

s t u v w x y z ! " # $ % & ’ （ ） * + , -

. / 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; < = > ? @

a0009711-en a0009712-en

a0009713 a0009714-en

ISE : Nitrat
ISEmax CAM40

Slope : 91.03

Offset: 0.55

Caltyp: Offset

mg/l 3.05

T 19.8°C

Addr.No: 002

Error: none

Cleaning:

Interval: 02.0

Duration: 004

Signal: 55.08

Date: 12.05.08

Time: 10:55:05

Ammonium

ISE : Nitrat
ISEmax CAM40

Slope : 84.03

Offset: 1.45

Caltyp: Offset

mg/l 8.25

T 17.3°C

Addr.No: 002

Error: none

Cleaning:

Interval: 02.0

Duration: 004

Signal: 56.08

Date: 12.05.08

Time: 10:48:05

Nitrate

Version 10.2

ISEmax CAM40 Ammonium . . . 29.03 mg/l

Nitrate ------ 8.17 mg/l

12/10 12/10

13:45 14:00
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5.3.2 センサデータ

! 注意 ! 

こ のメ ニュ ーはすべての測定チャ ンネルで利用可能です。 個々の測定チャ ンネル
(= 電極） に対し て、 別々の設定を し なければな り ません。

機能は同じ なため、 メ ニューはこ こ では 1 回しか説明されません。

メ イ ン メ ニュー

設定し た測定チャ ンネル （例 : 硝酸） に切 り 替えます :

 キーを押し て、 "Sensor data （センサデータ） " メ イ ン メ ニ ューを表示し ます。

機能 設定オプション 説明

Name Addr:xx

（ア ド レ ス名 :xx）1)

ユーザー定義テキス ト タ グ番号を入力し ます。

Sensordata（センサデータ）

Slope （勾配） 0.00 ～ 100% 25 ℃ 時の公称値 59.1 mV に対する相対勾配

Offset （オフセ ッ ト ） -9.99 ～ +9.99 pX 電極ゼロ点

使用期間に応じ て電極オフセ ッ ト は変更し ます。

変換器のゼロ点を電極の実際のゼロ点に合わせる

ためには定期的な校正が必要です。

Electrode （電極） • アンモニア

• 硝酸

• カ リ ウ ム

• 塩化物

• pH タ イプ

電極タ イプを選択し ます。

それによ り 、 この電極タ イプ用の工場出荷設定が

有効にな り ます。

Zeroline （ゼロ ラ イ ン） 00.00 mg/l 測定下限に相当し ます。

この値は変更し ないで く だ さい。

ISE : Nitrat
ISEmax CAM40

Slope : 84.03

Offset: 1.45

Caltyp: Offset

mg/l 8.25

T 17.3°C

Addr.No: 002

Error: none

Cleaning:

Interval: 02.0

Duration: 004

Signal: 56.08

Date: 12.05.08

Time: 10:48:05

Nitrate
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Calibration（校正）

Actual value （実際の値） 00.00 ～ 99.99 mg/l 校正値

標準溶液添加されたサンプルの ラ ボ値を入力し ま

す。

Method （方法） • Offset
（オフセット）

• 2-Point （2 点）

• StdAdd.

（標準溶液添加）

• C Curve （C 曲線）

（ ）

• オフセット 校正は、 すべてのイオン選択性電
極の標準方法 と し て使用でき ます。

• 2 点校正は、 pH 電極の標準方法です。

• 標準溶液添加は、 補正電極 （カリウムまたは塩
化物） の校正の代替方法です。 例えば、 オフ

セ ッ ト 校正に必要な ラ ボ測定を実施でき ない場

合に有用です。

• C 曲線はサポー ト されません。

General（一般）

Start position （開始位置） • Measure（測定）
• Service （サービ ス）

電源を入れた後の変換器のモー ド 。

"Service （サービ ス） " では、 アナロ グ出力が 

"Hold （ホール ド） " に切 り 替え られます。

"Measure （測定） " 動作モード に切 り 替え るには、

 キーを押し ます。

Checktype 

（チェ ッ ク タ イプ）

• Off（オフ）
• Normal （標準）

• Medium （中）

• Strong （強）

こ こでは、 どのよ う な基準を電極機能モニ タに適

用すべきかを指定でき ます。

"Off （オフ） " では、 電極は校正中だけチェ ッ ク

されます。 オフ以外のすべてのオプシ ョ ンでは、

各種許容誤差で常時チェ ッ ク されます。

Auto Zero （オー ト ゼロ） • Manual
（マニュアル）

• Automatic （自動）

• マニ ュ アル : 校正によ るゼロ調整。 幅広い測定

レ ンジで通常。

• 自動 : 内部ゼロ調整。 低い測定レ ンジで精度を

向上。

Current outputs（電流出力）（2 ページ目、  でス ク ロール）

mA-range （mA レ ンジ） • 4 ～ 20 mA
• 0 ～ 20 mA

測定レ ンジに対応する信号レ ンジを指定でき ま

す。

Start point （開始点） 00.00 ～ 99.99 mg/l

0.00 mg/l
0 mA または 4 mA 信号に対応すべき濃度を入力し

ます （= 測定レ ンジ開始）。

End point （終了点） 00.00 ～ 99.99 mg/l

20.00 mg/l
20 mA 信号に対応すべき濃度を入力し ます

（= 測定レ ンジ終了）。

Limit values（リミット値）

Prealarm

（事前警報ア ラーム）

00.00 ～ 99.99 mg/l

25.00 mg/l
値が超過する と、 事前警報ア ラームが発生し ま

す。

Alarm （ア ラーム） 00.00 ～ 99.99 mg/l

30.00 mg/l

Hysteresis

（ ヒ ステ リ シス）

00.00 ～ 99.99 mg/l

00.01 mg/l
切 り 替え し きい値

Delay （遅延） 000.0 ～ 999.9 min

000.0 min
設定し た時間分、 ア ラームが遅れます。

機能 設定オプション 説明
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Display（表示）

Units （単位） 測定チャ ンネルに応じ

て異な り ます :

• NH4-N
• NO3-N
• NH4

• NO3

• g/l

• log

• mV

• pH

オプシ ョ ンおよび工場出荷設定は、 設定された電

極に応じ て異な り ます。

理論上の生データ （mV） :

アンモニア : -230 mV は 0 mg/l、 -60 mV は 

10 mg/l に相当

硝酸 : 150 mV は 0.1 mg/l、 30 mV は 10 mg/l 

に相当

Modification （変更） • allowed（許可）
• locked （ロ ッ ク）

• save data

（データ保存）

• load data （データ読

み込み） （ ）

この設定は、 当該測定チャ ンネルにのみ関係し ま

す。

• 許可 :

変更は 10 分後に自動保存されます。

• ロ ッ ク :

変更は保存されません。

• データ保存 :

このオプシ ョ ン を選択し てから CAM40 の電源

をオフにし、 再度オンにする と 、 変更が保存さ

れます。

• データ読み込み :

使用し ないで く だ さい。

System （システム） • Reset （ リ セ ッ ト ）

• Default

（デフ ォル ト ）

• Test （テス ト ） （ ）

• リ セ ッ ト : 現在の設定で再始動

• デフ ォル ト : 工場出荷設定で再始動

 すべてのユーザー設定が失われます！

• テス ト : テス ト 運転、 使用し ないで く ださい！

Zero point （ゼロ点） 00.00 ～ 99.99 mg/l

00.02 mg/l
表示および信号出力から出力でき る、 最低濃度

Rinsing（洗浄）（3 ページ目、  でス ク ロール）

Intervall （間隔） 00.00 ～ 99.99 h

01.00 h
2 回の洗浄間隔

オプシ ョ ンの ク リ ーニングユニ ッ ト を使用

する場合 : 最低 "Duration （時間） " の 6 倍

推奨 : 流入 30 分、 汚泥活性 1 時間

Duration （時間） 000 ～ 999 秒

004 s
洗浄時間

オプシ ョ ンの ク リ ーニングユニ ッ ト で最大 : 

180 秒

Hold time 

（ホール ド時間）

000 ～ 999 秒

010 s
洗浄後に測定値が保持される時間

Automatic （自動） • Yes

• No
自動機能の作動または非作動

機能 設定オプション 説明

BA427cja_fm6.fm  21 ページ  ２００９年３月２４日　火曜日　午前１１時３６分



操作 ISE マッ ク ス CAM40/CAS40

22 エンド レ スハウザー ジャ パン

Winterservice（冬季サービス）

Intervall （間隔） 00.00 ～ 99.99 h

00.10 h
洗浄周期の間隔

Duration （時間） 000 ～ 999 秒

001 s
洗浄時間

Hold time

（ホール ド時間）

000 ～ 999 秒

005 s
洗浄後に測定値が保持される時間

温度 000 ～ 999 ℃

008 ℃
この温度を下回る と 、 冬季サービ スが有効にな り

ます。

Automatic （自動） • Yes

• No
機能の作動または非作動

Menue （ メ ニュー） • MainMnu 
（メインメニュー）

• CalMnu 

（校正 メ ニュー）

• SensorMnu

（センサ メ ニ ュー）

• AddOnMnu

（追加 メ ニュー）

こ こから、 校正またはセンサ メ ニ ューに切 り 替え

る こ と ができ ます。 MainMnu （ メ イ ン メ ニ ュー）

工場出荷設定を確定し た場合は、 この メ ニュー内

に留ま り ます。

1) xx は、 実際に表示される測定チャ ンネル番号です。

機能 設定オプション 説明
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センサメ ニュー

機能 設定オプション 説明

Name Addr:xx 

（ア ド レ ス名 :xx）1)

ユーザー定義テキ ス ト こ のフ ィ ール ド は メ イ ン メ ニ ューでのみ変更し て

く だ さい。 そ う でない場合、 メ イ ン メ ニューの入

力が上書き されます。

Cross-Sensitivity（クロス感度） ク ロ ス感度は、 同一の電荷および同等のイオン半

径を有する イオンを示し ます。

こ のため、 カ リ ウ ムはアンモニア測定を、 塩化物

は硝酸測定を妨げて し まいます。 カ リ ウ ム濃度 

20 mg/l ではアンモニア濃度が見かけ上 1 mg/l に

な り 、 塩化物 240 mg/l では硝酸 1 mg/l に見せかけ

られます。

Channel number

（チャ ンネル番号）

00 ～ 99

01
オプシ ョ ンの補正電極を接続し たチャ ンネルを こ

こ に入力し ます。

例 : アンモニアのセンサ メ ニューを表示し ます。

カ リ ウ ム電極を接続し たチャ ンネルを入力し ます。

Coefficient （係数） -9.99 ～ +9.99

-9.99
干渉イオンの ク ロ ス感度補償に使用される対数係

数。

-9.99 = 10-9.99、 実質的には補償な しに相当

Addition （加算） • Yes

• No
• Yes:

測定値は、 干渉イ オン濃度および係数に応じ て

増加。

• No:

測定値は、 干渉イ オン濃度および係数に応じ て

減少 （通常）。

Electrode-Specification（電極仕様）

Buffer solution 

（緩衝溶液）

-999 ～ 999 mV

+270 mV
センサ特有のデータ

自動割当て。

こ こ では何も変更し ないで く だ さい。
Norm-Offset 

（基準オフセ ッ ト ）

-9.99 ～ +9.99 pX

+0.00 pX

mA-Outputs（mA 出力）

Averaging over （平均） 000 ～ 999 points （点）

000 points（点）
測定信号が大幅に変動する場合、 設定し た測定点

数の平均を取る こ と で、 アナロ グ出力によ り 安定

し た信号を出力する こ と ができ ます。

mA-simulation 

（mA シ ミ ュ レーシ ョ ン）

00.00 ～ 99.99 mA

00.00 mA
こ の機能を使用し て、 電流出力を介し た通信のテ

ス ト を行います。

アナロ グ出力から出力されるべき電流値を指定し

ます。
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Armature-Specification（アーマチュア仕様）（2 ページ目、  でス ク ロール）

No of parameter 

（パラ メ ータ数）

00 ～ 08

03
センサに接続された電極の数に応じ て異な り ます。

Base address 

（基準ア ド レ ス）

01 ～ 08

01
センサの最初の電極のア ド レ ス。

センサ 2 個を接続し た場合の基準ア ド レ ス : 最初

のセンサの最初の電極は 01、 2 個目のセンサの最

初の電極は 04。

No of channels 

（チャ ンネル数）

00 ～ 08

01
工場出荷設定を変更し ないで く だ さい。

Second title 

（サブタ イ ト ル）

ユーザー定義テキス ト

Sensordata（センサデータ）

Softwareversion （ソ フ ト

ウ ェ アバージ ョ ン）

現在のバージ ョ ン 情報フ ィ ール ド のみ！

Hardwareversion （ハード

ウ ェ アバージ ョ ン）

現在のバージ ョ ン

Serial number （シ リ アル

番号）

装置シ リ アル番号

Menue （ メ ニュー） • MainMnu 

（ メ イ ン メ ニュー）

• Default （デフ ォル ト ）

"MainMnu（メインメニュー）" で メ イ ン メ ニュー

に戻 り ます。

"Default（デフォルト）" によ り 、 工場出荷設定で

再始動し ます （ユーザー設定は失われます）。

1) xx は、 実際に表示される測定チャ ンネル番号です。

機能 設定オプション 説明
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追加メ ニュー

機能 設定オプション 説明

Name Addr:xx 

（ア ド レ ス名 :xx）1)

1) xx は、 実際に表示される測定チャ ンネル番号です。

ユーザー定義テキ ス ト こ のフ ィ ール ド は メ イ ン メ ニ ューでのみ変更し て

く だ さい。 そ う でない場合、 メ イ ン メ ニューの入

力が上書き されます。

Fix values for parameter（パラメータ固定値）

Fix value （固定値） 00.00 ～ 9999 mg/l 測定値表示およびアナロ グ出力用の固定値

例 : シ ミ ュ レーシ ョ ン用

Error value （エ ラー値） 00.00 ～ 9999 mg/l 測定値表示およびアナロ グ出力用の固定値が、

エ ラー発生時に表示されます。

Fix values for temperature（温度固定値）

Fix value （固定値） 00.00 ～ 9999 mg/l 測定値表示およびアナロ グ出力用の固定値

例 : 温度センサ停止時

Error value （エ ラー値） 00.00 ～ 9999 mg/l 測定値表示およびアナロ グ出力用の固定値が、

エ ラー発生時に表示されます。

Menue （ メ ニュー） • MainMnu 
（メインメニュー）

• Default （デフ ォル ト ）

• AddOnMnu 

（追加 メ ニ ュー）

"MainMnu（メインメニュー）" で メ イ ン メ ニュー

に戻 り ます。

"Default（デフォルト）" によ り 、 工場出荷設定で

再始動し ます （ユーザー設定は失われます）。
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校正メ ニュー

機能 設定オプション 説明

Name Addr:xx

（ア ド レ ス名 :xx）1)

ユーザー定義テキス ト こ のフ ィ ール ド は メ イ ン メ ニ ューでのみ変更し て

く だ さい。 そ う でない場合、 メ イ ン メ ニューの入

力が上書き されます。

Calibration curve（校正曲線）

Actual point （実際の点） 00.00 ～ 9999 mg/l 校正値

標準溶液添加されたサンプルのラ ボ値を入力し ま

す。

Standardaddition（標準溶液添加）

Probe volume

（サンプル容量）

0000 ～ 9999 ml

5000 ml
標準溶液添加を行 う 容器の容量

Flowrate （流量） 00.00 ～ 99.99 ml

01.00 ml
添加された標準溶液の容量

標準 0.000 ～ 9.999 M/l 添加された標準溶液の濃度 （mol/l）

Duration （継続時間） 00.00 ～ 99.99 min

01.00 min
自動の標準溶液添加の際の、 標準溶液の流入時間

No of steps （ステ ッ プ数） 00 ～ 99 steps

03 steps
標準溶液添加が実施される校正点数

Automatic （自動） • Yes
• No

No: 機能は停止

Conditioning（調整） （ ）

Flowrate （流量） 00.00 ～ 99.99 ml/min

03.50 ml/min

Duration （継続時間） 00.00 ～ 99.99 min

01.00 min

Manual correction（マニュアル補正）（2 ページ目、  でス ク ロール）

Value （値） -99.9 ～ +99.9 mg/l

+00.0 mg/l
測定値に加算される固定の補正値。

こ の機能によ り 、 あま り 変化し ない既知の干渉影

響を補正でき ます。

例 :
カ リ ウ ム 20 mg/l は、 見かけ上アンモニア濃度 

1 mg/l にな り ます。

オプシ ョ ンのカ リ ウ ム電極で補償し ない場合、 こ

の例では -01.0 mg/l の補正値を入力し ます。

Temperature Calibration（温度校正）

Temperatur （温度） 000.0 ～ 999.9 ℃

020.0 ℃
基準測定で得られた よ り 妥当な値を入力する こ と

で、 温度センサの測定値を補正でき ます。

BA427cja_fm6.fm  26 ページ  ２００９年３月２４日　火曜日　午前１１時３６分



ISE マッ ク ス CAM40/CAS40 操作

エンド レ スハウザー ジャ パン 27

校正点

Twopoint calibration（2 点校正）

1. Buffer （1. 緩衝液） 00.00 ～ 99.99 mg/l

20.00 mg/l
第 1 校正標準溶液の濃度

2. Buffer （2. 緩衝液） 00.00 ～ 99.99 mg/l

01.00 mg/l
第 2 校正標準溶液の濃度

Measuring mode 

（測定モー ド）

• C-Curve （C 曲線）

• 2-Point （2 点）

電極の測定電圧値から濃度値への返還方法

アンモニア : "C 曲線 " 工場出荷設定

その他すべての電極 : "2 点 " 工場出荷設定

こ の設定は変更し ないで く だ さい。

Menue （ メ ニュー） • MainMnu 
（メインメニュー）

• Default （デフ ォル ト ）

• CalPoints （校正点）

"MainMnu（メインメニュー）" で メ イ ン メ ニュー

に戻 り ます。

"Default（デフォルト）" によ り 、 工場出荷設定で

再始動し ます （ユーザー設定は失われます）。

1) xx は、 実際に表示される測定チャ ンネル番号です。

機能 設定オプション 説明

Calibration points（校正点）

1. Actual value （1. 実際の値） 000.0 ～ 999.9 mg/l "C 曲線 " 測定モード 用の校正点。
工場出荷設定は、 アンモニア用のみ保存さ
れています。
こ こ では何も変更し ないで く だ さい。

Sensor signal （センサ信号） xxx.x mV

2. Actual value （2. 実際の値） 000.0 ～ 999.9 mg/l

Sensor signal （センサ信号） xxx.x mV

3. Actual value （3. 実際の値） 000.0 ～ 999.9 mg/l

Sensor signal （センサ信号） xxx.x mV

4. Actual value （4. 実際の値） 000.0 ～ 999.9 mg/l

Sensor signal （センサ信号） xxx.x mV

5. Actual value （5. 実際の値） 000.0 ～ 999.9 mg/l

Sensor signal （センサ信号） xxx.x mV

6. Actual value （6. 実際の値） 000.0 ～ 999.9 mg/l

Sensor signal （センサ信号） xxx.x mV

機能 設定オプション 説明
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5.3.3 一般データ

メ イ ン メ ニュー

情報画面に切 り 替えます :

 キーを押し て、 "General data （一般データ） " メ イ ン メ ニ ューを表示し ます。

Execute Cal. （校正実施） • Offset（オフセット）
• 2-Point （2 点）
• StdAdd （標準溶液添加）
• C-Curve （C 曲線） （ ）

Menue （ メ ニュー） • MainMnu 
（ メ イ ン メ ニ ュー）

• Default （デフ ォル ト ）

"MainMnu（メインメニュー）" で メ イ ン メ
ニ ューに戻 り ます。
"Default（デフォルト）" によ り 、 工場出荷
設定で再始動し ます （ユーザー設定は失わ
れます）。

機能 設定オプション 説明

General data（一般データ）

Scroll time 
（ス ク ロール時間）

00.0 ～ 99.9 min
00.1 min

この時間で、 測定チャ ンネルの表示が自動的に切
り 替わ り ます。 0.00 分を入力する と、 この機能を
無効にでき ます。 この場合、 マニ ュ アルで 1 つの
測定チャ ンネル表示から次の表示へ と切 り 替えま
す。

Modification （変更） • allowed（許可）
• locked （ロ ッ ク）
• save data

（データ保存）
• load data （データ読み

込み） （ ）

• 許可 :
変更は 10 分後に自動保存されます。

• ロ ッ ク :
変更は保存されません。

• データ保存 :
このオプシ ョ ンを選択し てから CAM40 の電源
をオフにし、 再度オンにする と、 変更が保存さ
れます。

• データ読み込み :
使用し ないで く だ さい。

Parameter （パラ メ ータ） • Normal（標準）
• Hold （ホール ド ）
• Reset （ リ セ ッ ト ）
• Default （デフ ォル ト ）

" 標準 " の場合、 リ ミ ッ ト 値を超過し ている間、
リ レー接点が作動し たま ま と な り ます。
" ホール ド " では、 リ ミ ッ ト 値を もはや超過し て
いない場合で も リ レー接点が作動し ます。 ホール
ド を解除するには、  キーを押し ます。

機能 設定オプション 説明

Version 10.2

ISEmax CAM40
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Relais mode（リレーモード）

Inverted （反転） 00000 ～ 11111
00000

リ レー割当て （数字位置 = リ レー番号）
0 = NO 接点 （休止電流、 ノ ーマルオープン）
1 = NC 接点 （動作電流、 ノ ーマルク ローズ）

Relais contacts（リレー接点）

Relais No. 1
（ リ レー番号 1）

00 ～ 16
00

Prealarm
（事前警報ア
ラーム）

00 = 非作動
01 = 測定チャ ンネル 1 で作動中
02 = 測定チャ ンネル 2 で作動中
03 = 測定チャ ンネル 3 で作動中、 など

Relais No. 1
（ リ レー番号 1）

Alarm 
（ア ラーム）

Relais No. 1
（ リ レー番号 1）

Error 
（エ ラー）

Relais No. 2
（ リ レー番号 2）

Prealarm
（事前警報ア
ラーム）

必要に応じ て リ レーをプロ グ ラ ムでき ます。
ただし、 1 個の リ レーには 1 つのア ラーム状
態しか割 り 当て る こ と ができ ません （事前警
報ア ラーム、 ア ラーム、 またはエ ラー）。 不適
切なあ るいは重複し た割当ては、 変換器の不
適切な動作原因 と な り ます。

Relais No. 2 
（ リ レー番号 2）

Alarm 
（ア ラーム）

Relais No. 2 
（ リ レー番号 2）

Error
（エ ラー）

Relais contacts（リレー接点）（2 ページ目、  でス ク ロール）

Relais No. 3 
（ リ レー番号 3）

00 ～ 16
00

Prealarm 
（事前警報
ア ラーム）

00 = 非作動
01 = 測定チャ ンネル 1 で作動中
02 = 測定チャ ンネル 2 で作動中
03 = 測定チャ ンネル 3 で作動中、 など

Relais No. 3 
（ リ レー番号 3）

Alarm 
（ア ラーム）

Relais No. 3 
（ リ レー番号 3）

Error 
（エ ラー）

Relais No. 4 
（ リ レー番号 4）

Prealarm 
（事前警報
ア ラーム）

必要に応じ て リ レーをプロ グ ラ ムでき ます。
ただし、 1 個の リ レーには 1 つのア ラーム状
態しか割 り 当て る こ と ができ ません （事前警
報ア ラーム、 ア ラーム、 またはエ ラー）。 不適
切なあ るいは重複し た割当ては、 変換器の不
適切な動作原因 と な り ます。

Relais No. 4 
（ リ レー番号 4）

Alarm 
（ア ラーム）

Relais No. 4 
（ リ レー番号 4）

Error 
（エ ラー）

Relais No. 5 
（ リ レー番号 5）

Prealarm 
（事前警報
ア ラーム）

Relais No. 5 
（ リ レー番号 5）

Alarm 
（ア ラーム）

Relais No. 5 
（ リ レー番号 5）

Error 
（エ ラー）

Date and time（日付と時刻）

Date （日付） 01.01.04 ～ 31.12.99 形式 DD.MM.YY

Time （時刻） 00:00 ～ 23:59 サマータ イ ムへの自動切 り 替えな し！

機能 設定オプション 説明
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パラ メ ータ メ ニュー

" 警告 ! 

"Armature RS422（ アーマチュ ア RS422） " の通信速度は絶対に変更し ないでく ださ い。

後でセンサが使用でき な く な る可能性があ り ます。 その場合は、 修理のためにセンサを
送 り 返し て く ださ い。

Hypertrend/Datalogger（ハイパートレンド / データロガー）（3 ページ目、  でス ク ロール）

Statuscurve 
（ステータ ス カーブ）

• Yes
• No

Yes = 測定チャ ンネル表示内の、 温度表示の下に、
対応するパラ メ ータのハイパー ト レ ン ド も表示
No = 追加のハイパー ト レ ン ド な し

No of windows 
（ウ ィ ン ド ウ数）

00 ～ 03
01

ハイパー ト レ ン ド の表示に関係し ます。 ハイパー
ト レ ン ド で最大 3 つのウ ィ ン ド ウ をア ク テ ィ ブに
でき ます。

Output values （出力値） • Normal（標準）
• Test （テス ト ）

Resolution （分解能） 00.02 ～ 99.00 min
00.10 min

1 つの測定点が表示されてから次が表示される ま
での間隔

Time range （時間レンジ） 000.1 ～ 999.9 h
024.0 h

ハイパー ト レ ン ド表示の時間レ ンジ

Menue （ メ ニュー） • MainMnu 
（メインメニュー）

• Parameter 
（パラ メ ータ）

• DiscoMnu （ ）
• ValveMnu 

（バルブ メ ニュー）

 DiscoMnu は MainMnu （ メ イ ン メ ニュー） に対
応し ます。 使用し ないで く だ さい。

 は、 設定の確定に使用し ます。

機能 設定オプション 説明

機能 設定オプション 説明

Calibration of current out（電流出力の校正）

Channel number 

（チャ ンネル番号）

01 ～ 08 アナロ グ出力を校正し たいチャ ンネルを選択し ま

す。

Simulation 

（シ ミ ュ レーシ ョ ン）

00 ～ 20 mA 信号ラ イ ンチェ ッ ク用の特定チャ ンネルの固定さ

れたシ ミ ュ レーシ ョ ン値

00 mA = シ ミ ュ レーシ ョ ンな し

Actual value （実際の値） 00 ～ 20 mA
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Fix relations（固定割当て）

Parameter （パラ メ ータ） 00:00:00:00 測定チャ ンネルをアナロ グ出力 （最大 4 つ可能）
にマニュ アルで分配し ます。 測定チャ ンネルを複
数出力し ないよ う にご注意 く だ さい。

 "00:00:00:00" = 自動チャ ンネル割当て

mA-outputs （mA 出力） 00:00:00:00 アナロ グ出力 01、 02、 03、 および 04 を、 上記で
指定し た測定チャ ンネルに割 り 当てます。

例 :
• パラ メ ータ 01:02:00:00
• mA 出力 02:03:01:04

―> 測定チャ ンネル 01 はアナロ グ出力 02 に設定、
測定チャ ンネル 02 はアナロ グ出力 03 に設定。 ア
ナロ グ出力 01 および 04 には、 測定チャ ンネルが
設定されていません。

Armature type 
（アーマチュ ア タ イプ）

• 標準
• Flowcell （ ）
• DISCO （ ）
• UPTS （ ）

baude rates/language（通信速度 / 言語）

PC/PLS • 2400 baud
• 4800 baud
• 9600 baud
• 19200 baud
• 38400 baud

 変換器 と PC/ 制御システム またはセンサ （= アー
マチュ ア RS422） の間のデータ伝送速度

". 警告 ! 
"Armature RS422 （アーマチュ ア RS422） " の通信
速度は絶対に変更し ないで く だ さい。 後でセンサ
が使用でき な く な る可能性があ り ます。 その場合
は、 修理のためにセンサを送 り 返し て く だ さい。

Armature RS422 
（アーマチュ ア RS422）

Language （言語） • Deutsch（ドイツ語）
• English （英語）

メ ニューの言語を選択し て く だ さい。

Temperature mA output（温度 mA 出力）（2 ページ目、  でス ク ロール）

Channel address 
（チャ ンネルア ド レ ス）

01 ～ 08
01

mA-range （mA レ ンジ） • 0 ～ 20 mA
• 4 ～ 20 mA

温度測定レ ンジの信号レ ンジを選択し て く だ さい。

Low point （下限点） 000.0 ～ 999.9 ℃
000.0 ℃

0 mA または 4 mA 信号に割 り 当て られた温度
（測定レ ンジ開始）

High point （上限点） 000.0 ～ 999.9 ℃
050.0 ℃

20 mA 信号に割 り 当て られた温度
（測定レ ンジ終了）

Menue （ メ ニュー） • MainMnu 
（メインメニュー）

• Parameter 
（パラ メ ータ）

• DiscoMnu （ ）
• ValveMnu 

（バルブ メ ニュー）

 DiscoMnu は MainMnu （ メ イ ン メ ニュー） に対
応し ます。 使用し ないで く だ さい。

 は、 設定の確定に使用し ます。

機能 設定オプション 説明
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Compressor settings （コ ンプレ ッサ設定） （ValveMnu）

機能 コード 説明

割当て

Outlet （出口） 00001 クリーニングユニットを使用する場合 :
こ の メ ニ ューで、 "Water （水） " のコー ド が 04096 

に設定されているか確認し、 必要に応じ て この

コー ド を入力し ます。

その他のコー ド は変更し ないで く だ さい。

Titration （滴定） 00002

Konditioning （調整） 00004

Water （水） 04096

Cleaner （ク リ ーナー） 00032

Stirrer （攪拌器） 00128

1. Probe Valve 

（1. サンプ リ ングバルブ）

00016

2. Probe Valve 

（2. サンプ リ ングバルブ）

00000

3. Probe Valve 

（3. サンプ リ ングバルブ）

00000

4. Probe Valve 

（4. サンプ リ ングバルブ）

00000

1. Probe Pump 

（1. サンプ リ ングポンプ）

00064

1. Buffer Pump 

（1. 緩衝液ポンプ）

00000

2. Buffer Pump 

（2. 緩衝液ポンプ）

00000

Titration （滴定） （2） 00000

Menue （ メ ニュー） • MainMnu 
（メインメニュー）

• Parameter

（パラ メ ータ ）

• DiscoMnu （ ）

• ValveMnu 

（バルブ メ ニュー）

 DiscoMnu は MainMnu （ メ イ ン メ ニュー） に対

応し ます。 使用し ないで く だ さい。

 は、 設定の確定に使用し ます。
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5.3.4 Trend display （hypertrends） （ ト レン ド表示 / ハイパー ト レン ド）

! 注意 ! 

こ の メ ニ ューは、 ハイパー ト レ ン ド が表示されるすべての画面で使用でき ます。
こ のため、 各画面に対し て個別に こ の設定を行 う 必要があ り ます。

"General data （一般データ） " メ ニ ューに表示される画面数を指定する こ と ができ ます。

負荷曲線表示に切 り 替えます :

 キーを押し て、 "Trend display （ ト レ ン ド表示） " メ イ ン メ ニ ューを表示し ます。

機能 設定オプション 説明

Hypertrend（ハイパートレンド）

Range （レ ンジ） 000.0 ～ 999.9 h

024.0 h
ハイパー ト レ ン ド表示の時間レ ンジ

Scaling （ス ケール） 000.0 ～ 999.9 h

006.0 h
レ ンジ区分および日付 と時刻の表示

1 週間を 24 時間間隔で表示させたい場合は、 "Range （レ ンジ） " に 168 時間、 "Scaling （ス ケール） " 

に 24 時間 と入力する必要があ り ます。

1. Curve（1. 曲線）

Address （ア ド レ ス） 00 ～ 08

01
第 1 曲線に表示される測定チャ ンネルのア ド レ ス

Title （タ イ ト ル） ユーザー定義テキ ス ト

アンモニア
曲線の名前には、 第 1 測定チャ ンネルに割 り 当て

られた測定パラ メ ータ名をつけるのが最適です。

Start point （開始点） 000.0 ～ 999.9 mg/l

000.0 mg/l
表示される測定レ ンジの開始

End point （終了点） 000.0 ～ 999.9 mg/l

020.0 mg/l
表示される測定レ ンジの終了

Ammonium . . . 29.03 mg/l

Nitrate ------ 8.17 mg/l

12/10 12/10

13:45 14:00

BA427cja_fm6.fm  33 ページ  ２００９年３月２４日　火曜日　午前１１時３６分



操作 ISE マッ ク ス CAM40/CAS40

34 エンド レ スハウザー ジャ パン

2. Curve（2. 曲線）

Adress （ア ド レ ス） 00 ～ 08

02
第 2 曲線に表示される測定チャ ンネルのア ド レ ス

Title （タ イ ト ル） ユーザー定義テキス ト

硝酸
曲線の名前には、 第 2 測定チャ ンネルに割 り 当て

られた測定パラ メ ータ名をつけるのが最適です。

Start point （開始点） 000.0 ～ 999.9 mg/l

000.0 mg/l
表示される測定レ ンジの開始

End point （終了点） 000.0 ～ 999.9 mg/l

020.0 mg/l
表示される測定レ ンジの終了

3. Curve（3. 曲線）

Adress （ア ド レ ス） 00 ～ 08

00
第 3 曲線に表示される測定チャ ンネルのア ド レ ス。

チャ ンネルが表示されない場合は、 ア ド レ スが 

00。

Title （タ イ ト ル） ユーザー定義テキス ト

アンモニア
曲線の名前には、 第 3 測定チャ ンネルに割 り 当て

られた測定パラ メ ータ名をつけるのが最適です。

Start point （開始点） 000.0 ～ 999.9 mg/l

000.0 mg/l
表示される測定レ ンジの開始

End point （終了点） 000.0 ～ 999.9 mg/l

020.0 mg/l
表示される測定レ ンジの終了

機能 設定オプション 説明

BA427cja_fm6.fm  34 ページ  ２００９年３月２４日　火曜日　午前１１時３６分



ISE マッ ク ス CAM40/CAS40 設定

エンド レ スハウザー ジャ パン 35

6 設定

6.1 機能チ ェ ッ ク

# 危険 ! 

• すべての接続が確実に行われているかチェ ッ ク し ます。 特に、 すべてのホースが確実
に接続され、 漏れが発生し ていないか確認し ます。

• 電源電圧が、 型式銘板で指定された電圧と 合致するか確認し ます！

6.2 測定システムの電源オン

6.2.1 ユニ ッ ト の電源オン

1. 保護キ ャ ッ プを比較電極または pH 電極か ら外し ます。

後で使用する ために、 保護キ ャ ッ プは安全な場所に保管し ます。

2. 変換器の主電源ス イ ッチ （操作フ ィ ール ド下部、 左側） をオンにし ます。

! 注意 ! 

CAM40 は、 約 20 秒間セルフテス ト を実行し ます。 これによ り 、 接続された電極がすべ
て認識されます。 さ らに、 CAM40 は自動洗浄機能を開始し ます。

セルフテス ト 実行中は、 デ ィ スプレ イは表示されません。
セルフテス ト 終了後、 第 1 チャ ンネルが自動的に表示されます。

工場出荷設定を使用し た初回の設定中は、 次の測定チャ ンネルへ 6 秒毎に表示が切 り 替
わ り ます。

6.2.2 言語の選択

1.  を使用し て "General data （一般データ） " 表示へ移動し、 メ イ ン メ ニ ューを表
示し ます （ ）。

2.  で 3 ページ目へス ク ロールし、 編集モー ド を表示し ます （カーソル点滅、  + 
 で呼び出し）。

3. "Menue （ メ ニ ュー） " で、 "Parameter （パラ メ ータ） " サブ メ ニ ューを選択し ます
（ 、 、 ）。

4. 同様にし て、 "Language （言語） " 機能で希望する ソ フ ト ウ ェ ア言語を選択し ます。

5. "Menue （ メ ニ ュー） " を使用し て "General data （一般データ） " メ イ ン メ ニューに
戻 り ます。

6. "Modifications （変更） " 機能で "Save data （データ保存） " オプシ ョ ンを選択し て、
言語設定を保存し ます （ 、 、 、 ）。

7. CAM40 の電源をオフにし、 再度オンにし ます。 これで初めて、 言語が変更されま
す。

使用可能な ソ フ ト ウ ェ ア言語 :

• ド イ ツ語

• 英語
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6.2.3 センサのア ド レス設定

! 注意 ! 

2 個の電極のセンサを 1 個だけ接続する場合は、 こ こ で設定を変更する必要はあ り ませ
ん。 CAM40 は、 自動的にセンサ値を検出し ます。 こ の場合は、 設定のチェ ッ ク だけ
行って く ださ い。

1.  で第 1 測定チャ ンネル （例 : アンモニア） の表示に移動し、 メ イ ン メ ニ ューを
表示し ます （ ） :

2. 編集モード を表示し ます （カーソル点滅、  +  で呼び出し）。

3. "Name Addr （ア ド レ ス名） " に、 こ の測定チャ ンネルの名前を入力し ます
（ 、 、 ）。 最大 12 文字まで入力でき ます （例 : "CAS40 - NH4"）。

4.  で 3 ページ目へス ク ロールし、 "Menue （ メ ニ ュー） " か ら "SensorMnu （センサ
メ ニ ュー） " を選択し ます （ 、 、 ）。

5.  で 2 ページ目へス ク ロールし、 センサ内の電極数を入力し ます。
例えば、 "No of parameter （パラ メ ータ数） " に "2":

6. "Base address （基準ア ド レ ス） " に測定チャ ンネルのア ド レ ス を入力し ます。
例えば、 ケーブル 1 に接続された第 1 センサの電極は "01"。

サブタ イ ト ルも指定でき ます。 これは、 測定チャ ンネルの名前 （"Name Addr （ア ド
レ ス名） "、 項目 3 参照） の下の測定チャ ンネルに表示されます。

7. 測定表示に戻 り ます。

Name Addr: 01

Slope
Offset
Electrode
Zeroline

Actual value
Method

Start position
Check type
Auto zero

* * * * * * * *Sensor data * * * * * * * *

* * * * * * * * Calibration * * * * * * * *

* * * * * * * * * General * * * * * * * * *

: > CAS40 - NH4

: > 094.8 %
: > -1.29 px
: > Ammonium
: > 00.00 mg/l

: > 07.00 mg/l
: > Offset

: > Measure
: > Off
: > Manual

* * * Armature-Specification * * * *

Base Adress
No of parameter

No of channels
Second title

* * * * * * * * Sensordata * * * * * * *
Softwareversion
Hardwareversion
Serial number

Menue

: > 02
: > 01
: > 01
: > Ammonium

: > 0125
: > 0104
: > 08639462

: > SensorMnu
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! 注意 ! 

• 設定は、 10 分後に自動的に確定されます。 も う  1 つの方法と し て、 メ イ ン メ ニ ューの
"Modification （変更） " で "Save data （データ保存） " を選択し、 CAM40 の電源をオフ
にし、 再度オンにする こ と ができ ます。

• "Name Addr （ア ド レ ス名） " に、 ユーザーが測定チャ ンネル表示を簡単に識別でき る
よ う な、 個別の名前を入力し ます。 これは、 同じ電極タ イプのセンサを 2 個接続し て
いる場合に、 特に重要です。

6.2.4 2 個のセンサで作動 （オプシ ョ ン）

! 注意 ! 

設定は、 10 分後に自動的に確定されます。

も う  1 つの方法 と し て、 メ イ ン メ ニ ューの "Modification （変更） " で "Save data （データ
保存） " を選択し、 CAM40 の電源をオフにし、 再度オンにする こ と ができ ます。
設定は直ちに確定されます。

第 2 センサのアドレス設定

1. CAM40 の電源をオフにし ます。

2. 変換器から第 1 センサのケーブルコネ ク タ を外し ます。

3. 第 2 センサを未使用だった 2 つ目の差込みジ ャ ッ ク に接続し ます。

4. CAM40 の電源をオンにし、 セルフテス ト が完了するのを待ちます （約 20 秒）。

5. 第 1 測定チャ ンネル （例 : 硝酸） の メ イ ン メ ニ ューで、 こ の測定チャ ンネルの新し
い名前 （"Name Addr （ア ド レ ス名） "） を割 り 当てます。

6. センサ メ ニ ューに移動し、 第 1 電極のパラ メ ータ数および基準ア ド レ ス を設定し ま
す （例 : 第 1 センサがすでに "01" および "02" を使用し ている場合は "03"）。
サブタ イ ト ルも割 り 当てます。

7. 第 2 センサの追加の測定チャ ンネルにはすべて、 同様に基準ア ド レ ス と サブタ イ ト
ルを割 り 当てます。 そのためには、 測定チャ ンネルの メ イ ン メ ニ ューに移動し、 手
順 5 と  6 を繰 り 返し ます （基準ア ド レ ス、 例えば "04"）。

2 個のセンサで測定

1. CAM40 の電源をオフにし ます。

2. 第 2 センサに加えて、 第 1 センサ も変換器に再接続し ます。

3. CAM40 の電源をオンにし、 セルフテス ト が完了するのを待ちます。

4. すべての測定チャ ンネル （最大 4 つ） 画面を表示させます。 各チャ ンネルに対し て
個別の名前およびア ド レ スが表示されなければな り ません。

5. 各測定チャ ンネルに必要な設定を、 当該 メ イ ン メ ニ ューで行います
（―> " 操作 "）。
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すべての測定チャンネルの表示およびハイパートレンド

1. "General settings （一般設定） " 表示に切 り 替えます :

2. こ の メ ニ ューに移動し、 3 ページ目へス ク ロールし ます （"Hypertrend/Datalogger
（ハイパー ト レ ン ド / データ ロガー） ":

3. "No of windows （ウ ィ ン ド ウ数） " に値 "02" を設定し ます。

4. 測定値表示に戻 り ます。

5. "Hypertrends （ハイパー ト レ ン ド） " 表示に移動し ます （2 つ目の画面） :

Version 10.2

ISEmax CAM40

12/10 12/10

13:45 14:00
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6. "Hypertrends （ハイパー ト レ ン ド） " メ ニ ューで、 第 1 測定チャ ンネル、 および場
合によ っては 第 2 曲線のア ド レ ス を割 り 当て、 こ の曲線用に表示させたいタ イ ト
ルを指定し ます :

7. 測定値表示に戻 り ます。

測定点は、これにより 2 個のセンサで作動します。

6.3 校正

以下の場合、 校正が必要です :

• 初回の設定中

• 電極または隔膜キ ャ ッ プの交換後毎回

• 測定値が妥当と 思われない場合

! 注意 ! 

初回の校正および隔膜キ ャ ッ プや電極の交換後は必ず、 センサを測定物内で最低 1 時間
調整し ます。

6.3.1 校正モー ド

以下の校正モー ド が使用でき ます :

• オフセ ッ ト 校正

- すべてのイオン選択性電極の標準方法

• 2 点校正

- pH 電極の標準方法
- オフセ ッ ト 校正で期待された結果が得られなかった場合の、 イオン選択性電極 （ア

ンモニア、 硝酸） の代替方法

• 標準溶液添加

- 例えば、 ラ ボ値が検出でき ないためにオフセ ッ ト 校正が使用でき ない場合の、 補正
電極 （カ リ ウ ム、 塩化物） の代替方法

* * * * * * * * Hypertrend * * * * * * * *
Range
Scaling
* * * * * * * * * 1. Curve * * * * * * * * *
Adress
Title
Start point
End point

Adress
Title

* * * * * * * * * 2. Curve * * * * * * * * *

Start point
End point

: > 024.0 h
: > 008.0 h

: > 03
: > Ammonium
: > 00.00 mg/l
: > 20.00 mg/l

: > 04
: > Potassium
: > 00.00 mg/l
: > 50.00 mg/l
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6.3.2 オフセ ッ ト 校正 （イオン選択性電極）

! 注意 ! 

以下のセ ク シ ョ ンは、 活性汚泥槽内でセンサを使用する場合の説明です。 活性汚泥槽入
口でセンサを使用する場合は、 よ り 高濃度の標準溶液 （例 : 50 mg/l） を用いて校正する
必要があ り ます。

校正の準備

1. 水再生セン ター出口から 3 リ ッ ト ルのサンプルを採取し ます。

2. 校正し たいパラ メ ータに関し て、 サンプルの一部を ラ ボで分析し ます。

3.  を押し て、 洗浄を停止し ます。

4. サンプル 2 リ ッ ト ルに 2 ml の標準溶液 （1 mol/l i 14 g/l） を添加し ます。

標準溶液を添加し たサンプルの濃度 [mg/l] = ラ ボ測定値 [mg/l] + 14 mg/l

5. 標準溶液を添加し たサンプルを適切な容器に移し て、 その中にセンサを浸漬させま
す。
―> 測定値表示は増加し ます。

オフセットの設定

1. 校正し たいパラ メ ータの測定チャ ンネルを選択し ます。

2.  キーを押し ます。

3.  を押し たま ま、 カーソルが表示される まで、 同時に  を押し ます。

4.  を使用し て、 "Calibration/actual value （校正 / 実際の値） " メ ニ ュー項目を移動
し ます。

5. 標準溶液を添加し たサンプルの濃度を入力し ます。

6. "Offset （オフセ ッ ト ） " 校正モード が "Calibration/method （校正 / 方法） " で設定
されている こ と を確認し ます。

7. "Menue （ メ ニ ュー） " メ ニ ュー項目へ移動し、 "MainMnu （ メ イ ン メ ニ ュー） " を選
択し て  を押し ます。

校正

1. 校正中は、 容器内でセンサを動かし ます。

これによ り 、 イオン選択性電極に必要な流れが確実に生じ ます。

2.  キーを押し ます。

―> その他シンボルに加えて、 電極のシンボルが表示されます。 変換器が、 現在の
センサ信号の測定 と 平均化を行います。

3. 電極シンボルが消える まで待ちます。 状況次第では数分かかる こ と があ り ます。

4. 再度  キーを押し ます。

―> メ ニ ューに設定された "Actual value （実際の値） " が表示されます。 内部遅延
時間が経過する と 、 すべてのシンボルが消えて、 表示が測定チャ ンネルに切 り
替わ り ます。 
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5. アンモニアの場合のみ :

測定チャ ンネル表示で "Slope （勾配） " の値が > 90% になっているか確認し て く だ
さい。

そ う でない場合は、 電極が消耗し ている ため交換の必要があ り ます。

 新しい校正データは、 10 分後に自動保存されます。

校正のチェック

1. 飲用水の入った適切な容器内に、 センサを浸漬させます。

2. 測定値 と 飲用水の基準値を比較し ます。

―> 測定値は、 現地の飲用水の濃度まで減少し なければな り ません （例えば、 ド イ
ツのアンモニア濃度 : < 0.5 mg/l）。

3. 測定値が予想通 り にな ら ない場合 :

a. オフセ ッ ト 校正を繰 り 返し ます。

b. 繰 り 返し実施し た校正が成功し なかった場合、 添加する標準溶液を減ら し たサ
ンプルを使って、 別の校正点を記録する必要があ り ます。

- 水再生セン ター出口から採取し たサンプル 2 リ ッ ト ルに 0.2 ml の標準溶液
（1 mol/l i 14 g/l） を添加し ます。

標準溶液を添加し たサンプルの濃度 [mg/l] = ラ ボ測定値 [mg/l] + 1.4 mg/l

- メ ニ ューに現在値 と し て、 標準溶液を添加し たサンプルの新しい、 低い濃度
を設定し ます。

- 標準溶液添加量の多いサンプルか ら標準溶液添加量の少ないサンプルにセン
サを移す前に、 出口の水を使用し てセンサを十分に洗い流し て く だ さい。
これによ り 、 サンプルが容器から次の容器に混入する こ と を防止でき ます。

- 説明に従って校正を実施し ます。

- 校正 メ ニ ューで、 "Menue （ メ ニ ュー） " 項目へ移動し、
"CalMnu （校正 メ ニ ュー） " を選択し ます。

- 再度 "Menue （ メ ニ ュー） " へ移動し、 "CalPoints （校正点） " を選択し ます。

- 次に表れる リ ス ト の一番上に、 高い値 と 低い値が表示されなければな り ませ
ん。

- "Execute cal （校正実施） " で、 "2-Point （2 点） " の値を選択し、 測定チャ ン
ネルに戻 り ます。

 ほ と んどの場合、 2 つ目の低い値を使用し た校正が必要にな る こ と はあ り ません。
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6.3.3 2 点校正 （pH 電極、 イオン選択性電極）

 こ の例は、 pH 測定の 2 点校正を説明し た ものです。

 同様の手順は、 イオン選択性電極にも適用されます。

校正の準備

1. エン ド レ スハウザーの pH 品質緩衝液 2 つを適切な容器内 （最低 1 リ ッ ト ル） に用
意し ます （または、 アンモニアあ るいは硝酸用の 2 つの標準溶液）。

2. 校正し たい測定チャ ンネルの メ イ ン メ ニ ューに移動し ます。

3. 1 ページ目で、 方法と し て "Two-point （2 点） " を設定し ます :

4. メ イ ン メ ニ ューの 3 ページ目へス ク ロールし、 メ ニ ューで "CalMnu （校正 メ
ニ ュー） " を選択し ます。

5. こ の メ ニ ューの 2 ページ目へス ク ロールし、 2 点校正の と こ ろに緩衝溶液の pH 値
を設定し ます （例 : 7 および 4） （または、 アンモニアあ るいは硝酸用の標準溶液濃
度） :

6. 測定値表示に戻 り ます。

Name Addr: 03

Slope
Offset
Electrode
Zeroline

Actual value
Method

Start position
Check type
Auto zero

* * * * * * * Sensor data * * * * * * * *

* * * * * * * * Calibration * * * * * * * *

* * * * * * * * * General * * * * * * * * *

: > CAS40 - pH

: > 094.8 %
: > -1.29 px
: > pH
: > 00.00

: > 07.00
: > 2-Point

: > Measure
: > Off
: > Manual

Value

Temperatur

1. Buffer
2. Buffer

Measuring mode
Menue

* * * * * Manual correction * * * * * *

* * * Temperature calibration * * *

* * * * * * * * Calibration * * * * * * * *

: > +00.0 ppm

: > 025.0 C

: > 07.00
: > 04.00

: > C-Curve
: > CalMnu
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校正

1.  を押し て、 洗浄を停止し ます。

2. 第 1 の緩衝溶液 （例えば、 pH 7） にセンサを浸漬させ、 測定値が安定する まで待ち
ます。

3.   キーを押し ます。

―> 電極シンボルが消え る まで待ちます。

4. 第 2 の緩衝溶液 （例えば、 pH 4） にセンサを浸漬させ、 測定値が安定する まで待ち
ます。

5.  キーを押し ます。

―> 電極シンボルが消え る まで待ちます。

6. これで校正が終了し ます。

 新しい校正データは、 10 分後に自動保存されます。

6.3.4 標準溶液添加 （補正電極用の代替方法）

標準溶液添加は、 補正電極 （カ リ ウ ム または塩化物） のオフセ ッ ト 校正ができ ない
場合にのみ必要 と な り ます。

校正の準備

1. 1 リ ッ ト ルの飲用水が入った適切な容器に、 センサを入れます。

2.  を押し て、 洗浄を停止し ます。

3. 測定チャ ンネル （例 : カ リ ウ ム） の メ イ ン メ ニ ューに移動し、 1 ページ目の Method
（方法） に "StdAdd （標準溶液添加） " を設定し ます :

4. メ イ ン メ ニ ューの 3 ページ目へス ク ロールし、 メ ニ ューで "CalMnu （校正 メ
ニュー） " を選択し ます。

Name Addr: 03

Slope
Offset
Electrode
Zeroline

Actual value
Method

Start position
Check type
Auto zero

* * * * * * * Sensor data * * * * * * * *

* * * * * * * * Calibration * * * * * * * *

* * * * * * * * * General * * * * * * * * *

: > CAS40 - K

: > 094.8 %
: > -1.29 px
: > Potassium
: > 00.00 mg/l

: > 00.00 mg/l
: > StdAdd

: > Measure
: > Off
: > Manual
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5. 1 ページ目の Standardaddition （標準溶液添加） に、 サンプル容量、 標準溶液濃度、
標準溶液容量、 ステ ッ プ数 （= 校正点数） を入力し ます。 :

こ こ の "Flowrate （流量） " は、 ステ ッ プ毎に添加される標準溶液の容量を意味
し ます。

6. 測定値表示に戻 り ます。

校正

1.  キーを押し ます。

―> 電極シンボルが消え る まで待ちます。 表示デ ィ スプレ イの右側に、 黒色の背景
に "+1.0 ml" の文字が表示されます （流量 と し て 1.0 ml を入力し た場合）。

2. サンプルに標準溶液 1 ml を添加し ます。 測定中、 必要な流れが生じ る よ う 、 セン
サを動かし ます。

3.  キーを押し ます。

―> 電極シンボルが消え る まで待ちます。 表示デ ィ スプレ イに "+2.0 ml" の文字が
表れます （ステ ッ プ数と し て "2" またはそれ以上を入力し た場合）。

4. 再度サンプルに標準溶液 1 ml を添加し ます。 測定中、 必要な流れが生じ る よ う 、 セ
ンサを動かし ます。

―> 電極シンボルが消え る まで待ちます。

5. 2 ステ ッ プ以上を選択し ていた場合、 校正点が記録される まで、 標準溶液添加 と 測
定の手順を繰 り 返し ます。

6.  キーを押し て、 校正を終了し ます。

―> カ リ ウ ム または塩化物の濃度現在値が、 デ ィ スプレ イに表示されます。

 新しい校正データは、 10 分後に自動保存されます。

Name Addr: 03

Actual point

Probe volume
Flow rate
Standard
Duration
No of steps
Automatic

Flow rate
Duration

* * * * * * Calibration curve * * * * * *

* * * * * Standardaddition * * * * * * *

* * * * * * * Conditioning * * * * * * * *

: > CAS40 - K

: > 00.00 mg/l

: > 1000 ml
: > 01.00 ml
: > 1.000 M/l
: > 01.00 min
: > 02 step
: > no

: > 00.02 ml/min
: > 00.00 min
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6.3.5 温度の校正

 こ こ に、 外部測定で検出し た基準値を入力し ます。

1. 第 1 測定チャ ンネル （例 : アンモニア） の メ イ ン メ ニ ューに移動し ます。

2. 3 ページ目へス ク ロールし、 メ ニ ューで "CalMnu （校正 メ ニ ュー） " を選択し ます。

3. CalMnu （校正 メ ニ ュー） の 2 ページ目へ移動し、 "Temperature calibration （温度校
正） " に測定し た基準温度を入力し ます :

4. 測定値表示に戻 り ます （ ）。

―> 電極シンボルおよび砂時計がデ ィ スプレ イに表示されます。

5. 電極シンボルが消えた ら （砂時計は表示されたま ま）、 CalMnu （校正 メ ニ ュー） の 
2 ページ目に戻 り ます。

6. 再度 "Temperature Calibration （温度校正） " メ ニ ュー項目へ移動し、  を押し て値
を確定し ます。

7. 測定値表示に戻 り ます （ ）。

―> 砂時計が消えて、 入力し た温度値が確定し ます。

6.4 カ リ ウムまたは塩化物の補償

補正電極を使用する代わ り に、 マニ ュ アルの補正係数を使用する こ と も でき ます
（―> " 操作 / ローカル操作 / センサデータ / 校正 メ ニ ュー "）。 ただし、 これは測
定物内の干渉イオンの濃度が一定だった場合にのみ有用です。

干渉イオン = 測定物内でのその化学特性およびその濃度によ り 、 その他のイオンの
測定に影響を及ぼすイオン

! 注意 ! 

• 測定物の干渉イオンの濃度が高い場合は補償が必要です。

• カ リ ウ ムはアンモニアに、 塩化物は硝酸に影響を及ぼし ます。

Value

Temperatur

1. Buffer
2. Buffer

Measuring mode
Menue

* * * * * Manual correction * * * * * *

* * * Temperature calibration * * *

* * * * * * * * Calibration * * * * * * * *

: > +00.0 ppm

: > 025.0 C

: > 07.00
: > 04.00

: > C-Curve
: > CalMnu
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補正電極の使用

1. センサ内に補正電極を取 り 付け、 これを適切なケーブルコネ ク タに接続し ます
（―> " 配線 "）。

2. 電極のア ド レ ス設定を行い、 関連する測定チャ ンネルを設定し ます
（―> " センサのア ド レ ス設定 "）。

3. 補正電極を校正し ます （―> " 校正 "）。

4. 測定チャ ンネル （アンモニアまたは硝酸） の メ イ ン メ ニ ューで、 補正電極のア ド レ
スおよびク ロ ス感度係数を設定し ます :

ク ロ ス感度係数は、 経験から得られた値です。 干渉イオンのイオン強度が一定の場
合にのみ、 これは適用でき ます。 水再生セン ターでは、 ほ と んどの場合が これに該
当し ます （例外 : 硝酸が添加された場合）。

以下の係数を使用し て く だ さい :

-0.85 カ リ ウ ムの補正用、 および

-2.00 塩化物の補正用

追加情報 ―> CD-ROM

5. 測定チャ ンネル （アンモニアまたは硝酸） を再校正し ます （オフセ ッ ト 校正）。

Name Addr: 01

number
Coefficient
Addition

Buffer solution
Norm-Offset

Averaging over
mA-simulation

Menue

* * * * * Cross - Sensitivity * * * * *
Channel

* * * Electrode - Specification * * *

* * * * * * * mA-Outputs * * * * * * *

: > CAS40 - NH4

: > 03
: > -0.85 px
: > No

: > +000 mV
: > +2.00 px

: > 000 points
: > 00.00 mA

: > SensorMnu
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7 メ ンテナンス
適切な タ イ ミ ングで、 あ ら ゆる必要な措置を講じ る こ と によ り 、 測定システム全体の運
転の安全性 と信頼性を確保し て く だ さい。

" 警告 ! 

• シ ステムでどのよ う な作業をする場合で も、 プロ セス制御シ ステム またはプ ロ セス自
体に、 あ ら ゆる潜在的な影響を及ぼす可能性のあ る こ と を覚えておいて く ださ い。

• ご自身の安全のため、 純正ア ク セサ リ 以外は使用し ないで く だ さ い。 純正パーツ を使
用し た場合は、 メ ンテナン ス作業後も、 機能、 精度、 および信頼性が保証されます。

7.1  メ ンテナンススケジュール

! 注意 ! 

提示された間隔は経験値であ り 、 動作条件に応じ て短 く または長 く な る こ と があ り ま
す。 あなた、 またはプ ラ ン ト オペレータには、 貴社条件に応じ て間隔を適合させる責任
があ り ます。

7.2 隔膜の洗浄 

隔膜が非常に汚染さ れた場合は、 メ ンテナンス 間隔に関係なく 洗浄する 必要があり ま す。

" 警告 ! 

• 手で隔膜に触れないで く だ さい。

• 洗浄には、 清潔なテ ィ ッ シ ュペーパーおよび水を使用し て く ださ い。

! 注意 ! 

オプシ ョ ンの塩化物電極では、 隔膜の代わ り に水晶が使用されています。
こ の電極を清掃する ためには、 サン ドペーパー （粒度 600） をテーブルの上に置き ます。
次に、 付着物の残 り がすべて除去される まで、 サン ドペーパー上に水晶面が下向きにな
る よ う にし て、 センサを研磨し ます （外観検査、 通常はセンサを数秒間研磨すれば
十分）。

7.3 隔膜キャ ッ プおよび電解液の交換 

! 注意 ! 

測定物か ら 15 分以上センサを取 り 出し ていた場合、 再度調整する必要があ り ます
（約 1 時間）。

隔膜キャップおよび電解液の交換 隔膜研磨 交換 洗浄

メンテナンス間隔 アンモニア 硝酸 カリウム 塩化物 比較電極 O リング 隔膜

2 週間に 1 回 X

6 カ月に 1 回 X X X

年 1 回 X X X
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隔膜キ ャ ッ プおよび電解液の交換

電極の取外し

1. センサを測定物内か ら取 り 出し ます。

2. センサを水で洗浄し ます。

3. 保護キ ャ ッ プを スペーサ リ ングご と 緩めて取 り 外し ます。

4. アダプタナッ ト を緩めます。

5. センサから電極ホルダを外し ます。

6. ケーブルから電極コネ ク タ を外し ます。

7. ソ ケ ッ ト レ ンチ （AF17） を使用し て、 電極を外し ます。

隔膜キャップおよび電解液の交換 

1. 電極か ら隔膜キ ャ ッ プを緩めます。
隔膜キ ャ ッ プは、 適切に処分し なければな ら ない廃棄物です。

2. 電極ボデ ィ か ら電解液を排出し ます。

3. 未使用の電解液を納入されたピペッ ト で取 り 、 電極ボデ ィ の縁から約 1 mm 下まで
充填し ます。

4. 電極のネジを慎重に乾燥させます。

5. 隔膜キ ャ ッ プを手でし っか り と ネジ込みます。

6. 電極を垂直に保持し ながら、 電極振って気泡をすべて除去し ます。

! 注意 ! 

その後、 隔膜表面に新しい気泡が形成されるのを防止するため、 電極 と センサがプロセ
スに設置される まで、 これら を必ず垂直に保って く だ さい。
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電極の設置

1. 電極をネジ込み、 ソ ケ ッ ト レ ンチ （AF17） を使用し て手の力いっぱいに締め付け
ます。

2. ケーブルに電極コネ ク タ を接続し ます。

ピ ン割当てが正しいか確認し ます （―> " 配線 "）。

3. 電極ホルダ と エアホース を、 センサに慎重に押し込んで戻し ます。

4. アダプタナッ ト を締め付けます。

5. スペーサ リ ングを取 り 付け、 保護キ ャ ッ プで固定し ます。

6. オフセ ッ ト 校正を実施し ます （―> " 設定 / 校正 "）。
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8 アクセサリ

! 注意 ! 

以降のセ ク シ ョ ンでは、 本書の発行時点で入手可能なア ク セサ リ が記載されています。

こ こ に記載されていないア ク セサ リ の詳細については、 弊社営業所 ・ サービ ス までご連
絡 く だ さい。

8.1 設置用アクセサリ

CYH101 浸漬型センサホルダ

• pH、ORP、酸素、導電率用ホルダ対応、溶存酸素および濁度センサ対応、ISE マ ッ ク ス対応

• 日除けカバー付き

• 構成部品の注文は、 技術仕様書 （TI092C/07/en） を参照し て く ださ い

a0010133

図 9 CYH101 浸漬型ホルダ , 垂直支柱一式

CYY102 角型自立支柱

• 変換器が取付可能な角型パイプ

• 材質 : ステン レ ス SUS 304 相当

• 注文コード CYY102-A

60 x 60 x 2 (2.36 x 2.36 x 0.08)
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a0005742

図 10 角型支柱

CYY101 フ ィ ールド 機器用の日除けカバー、 屋外設置時には必ず使用し てく ださ い。

• 材質 : ステン レ ス SUS 304 相当

• 注文コー ド CYY101-A

a0005741

図 11 フ ィ ールド 機器用の日除けカ バー
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8.2 メ ンテナンスキ ッ ト

隔膜キ ッ ト

• 隔膜キ ャ ッ プ : 2 個

• 電解液

• 注文コード :

- アンモニア : 71072574
- 硝酸 : 71072575
- カ リ ウ ム : 71072576

メ ンテナン スキ ッ ト （塩化物電極用）

• サン ドペーパー

• 電解液

• 注文コード : 71085727

8.3 電極

イオン選択性電極

• 一体型電極

• 注文コード :

- アンモニア : 71072578
- 硝酸 : 71072580
- カ リ ウ ム : 71072581
- 塩化物 : 71072582
- pH: CPS64-1AA2GSA

比較電極

• 注文コード : CPS13-0TA2GSA

8.4 標準溶液

8.4.1 アンモニア、 硝酸、 カ リ ウムおよび塩化物

標準溶液
1 アンモニア硝酸 1 モル
2 塩化カ リ ウ ム 1 モル

容器サイ ズ
A 250 ml

輸送書類
1 標準書類
2 危険物書類を含む
3 安全性データ シー ト

認証
A な し
B 製造業者の認証

CAY40- 完全な注文コー ド
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8.4.2 pH

CPY20: エンドレスハウザーの高品質緩衝溶液

二次緩衝溶液は、 PTB （ド イ ツの防爆検定機関） の一次標準物質および NIST （米国標準
技術局） の標準物質に準拠し ます。 （ DKD 認定研究所が定める DIN19266 に準拠）

8.5 ク リーニングユニ ッ ト

" 警告 ! 

• 連続し て洗浄し ないで く だ さい。

操作間隔 : 洗浄時間は最大 3 分間で、 最低で も設定し た洗浄時間の 6 倍の間隔で洗浄
周期を設定し て く だ さい。

• 高圧ホース内の水の凝結に注意し て く だ さい。

ハウ ジング内の ク リ ーニングユニ ッ ト

• 100、 230 V、 IP 65

• 大気圧での流量 : 50 l/ 分

• 消費電力 : 240 W

• 消費電流 : 1.3 A

• オーバー ヒ ー ト 防止 : 130 ℃ 以上で自動電源オフ

• 注文コー ド : 71072583

pH 値
A pH 2.00 （精度 : ± 0.02 pH）
C pH 4.00 （精度 : ± 0.02 pH）
E pH 7.00 （精度 : ± 0.02 pH）
G pH 9.00 （精度 : ± 0.02 pH）
I pH 9.20 （精度 : ± 0.02 pH）
K pH 10.00 （精度 : ± 0.05 pH）
M pH 12.00 （精度 : ± 0.05 pH）

量
01 20 x 18 ml （pH 4.00 ～ 7.00 の緩衝溶液のみ）
02 250 ml
10 1000 ml
50 5000 ml （Topcal S 用のキ ャニス ター）

認証
A 緩衝液の分析証明書

バージ ョ ン
1 標準

CPY20- 完全な注文コー ド
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a0010789

図 12 ク リ ーニングユニッ ト

1 ハウ ジング
2 ポンプ
3 ヒ ューズ付き端子台
4 吸気側
5 センサへの圧縮空気供給

1 2

3

45
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラブルシューテ ィ ングガイ ド

表示 原因 テストおよび / または対策措置

電話シンボル RS422 が切れている • 接続ケーブルをチェ ッ ク し、 必要に応

じ て交換する

• ボーレー ト をチェ ッ クする （19200）

• センサを開け る

- ケーブルハーネスがぬれていないか

チェ ッ ク

- 乾燥させる

電極シンボルの点滅 電極が適切に校正されていないか

不具合があ る、 または電極に気泡

が入っている

• 電極を校正する

• 隔膜キ ャ ッ プを交換する

• 電極を交換する

• 慎重に気泡を除去する

勾配またはオフセ ッ ト 不適切な校正、 勾配が低すぎ る

（90% 以上でなければな ら ない）

• 校正を繰 り 返す

• 低い値で校正を実施する （飲用水）

緩衝液 隔膜または電解液が消耗し てい

る、 または不適切な電解液が使用

されている

• 隔膜キ ャ ッ プを交換する

• 電解液を交換する

アンモニアおよび硝酸の

測定値が妥当ではない

比較電極に不具合があ る • 比較電極を交換する

アンモニアまたは硝酸の

測定値が妥当ではない

• アンモニアまたは硝酸の電極に

不具合があ る

• 不適切な組立によ り センサ内に

湿気があ る

• 隔膜が汚染または破損し ている

• アンモニアまたは硝酸の電極を交換す

る

• センサ、 ケーブル、 ケーブルコネ ク

タ、 および電極 / ケーブル接続を十分

に乾燥させる

•  隔膜の洗浄または交換を行 う

温度の測定値が妥当では

ない

温度センサに不具合があ る • 電極ホルダ一式を交換する

• 迅速な次善策 :

AddOnMnu （測定チャ ンネル / メ イ ン

メ ニ ューの 3 ページ目 : 

"Menue=AddOnMnu"） で、 温度の固定

値を設定する
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9.2 スペアパーツ

! 注意 ! 

温度センサ （項目 9） に不具合があ る場合は、 電極ホルダ一式 （項目 10） を交換し なけ
ればな り ません。 交換する洗浄 ノ ズルや電極が、 電極ホルダか ら ネジ回し て外せない場
合も、 同様です。

a0009833

図 13 CAS40 分解組立図

1
2
3
4
5

pH 電極ケーブルコネ ク タ
圧縮空気ホース
pH 電極 / 比較
等電位化ピ ン
洗浄 ノ ズル

6
7
8

9
10

アダプタナ ッ ト
電極保護キ ャ ッ プ
保護キ ャ ッ プ用
スペーサ リ ング
温度センサ
電極ホルダ

11
12

13

イオン選択性電極
イ オン選択性電極用ケーブル
コネ ク タ
比較電極用ケーブルコネ ク タ

1 2 3 4 5 6 7

8910111213

番号 名称 注文コード

1、 12 ～ 13 CAS40 キ ッ ト : 電極用マルチケーブル 71071398

5 CAS40 キ ッ ト : 電極用洗浄 ノ ズル 71071404

6 CAS40 キ ッ ト : 保護キ ャ ッ プ用アダプタナ ッ ト 71071395

7 CAS40 キ ッ ト : 電極保護キ ャ ッ プ 71071387

8 CAS40 キ ッ ト : 保護キ ャ ッ プ用スペーサ リ ング 71071393

10 CAS40 キ ッ ト : Pt100 付き電極ホルダ 71071397

- CAS40 キ ッ ト : 電極コネ ク タ用キ ャ ッ プ 3 個 71071399

- CAS40 キ ッ ト : シール付き ド レ ンプラ グ 3 個 71071401

- CAS40 キ ッ ト : センサ接続ケーブル、 10 m 71071409

- CAS40 キ ッ ト : センサ用 O リ ングセ ッ ト 71071411

- 接続 QS-8-6 （エアホース用） 71082499
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9.3 返却

CAM40 や CAS40 は現場で修理されます。

弊社サービ スにご連絡 く だ さい。

9.4 廃棄

装置には電子部品が含まれている ため、 電子部品廃棄物処理の法規に従って廃棄し なけ
ればな り ません。

現地の法規を遵守し て く だ さい。

10 技術データ

オ リ ジナル CD に収録された技術仕様書の対応する章に、 すべての技術データが記載さ
れています。
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11 操作構造

a0009702-en
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■計量器製造業登録工場　
■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

■仙台サービス
〒 980-0011

仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045

横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814

山口県周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923

新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  

名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 

北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054

千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042

吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036

府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061

岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

BA427C/33/ja/12.08(03.09)
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ
サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919　Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。
また、記載内容はお断りなく変更することが
ありますのでご了承ください。
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